
 

令和５年度 事業報告 

 

１．啓発普及事業       

（１）会報の発行  

     令和５年９月に第１３３号、１２月に第１３４号、令和６年３月に第１３５号を発行 

  し、会員ならびに医療関係等に配付しました。 

 

（２）各種講演会の開催 

１）「すこやか脳を守る講演会」（主催） 

① 第７９回すこやか脳を守る講演会 

    令和６年１月１６日（火）、富谷市役所で開催。演題は「ご家庭から始めていた 

だく脳卒中予防策」、講師は広南病院東北療護センターセンター長の村石健治先 

生。参加人員４７名。 

② 第８０回すこやか脳を守る講演会 

    令和６年２月８日（木）、ふれあいエスプ塩竃で開催。演題は「脳卒中の対抗策」、 

講師は涌谷町町民医療福祉センター介護老人保健施設さくらの苑施設長／みや 

ぎ県南中核病院嘱託の荒井啓晶先生。参加人員９９名。 

③ 第８１回すこやか脳を守る講演会 

    令和６年３月２３日（土）、太白区中田市民センターで開催。演題は「ご家庭か 

    ら始めていただく脳卒中予防策」、講師は広南病院東北療護センターセンター 

長の村石健治先生。参加人員２８名。 

 

２）「県民の健康と医療を考えるセミナー」（共催） 

令和５年度宮城県脳卒中・心臓病等総合支援センター事業。東北大学病院脳卒中・ 

 心臓病等総合支援センター共催。令和６年２月２５日（日）、フォレスト仙台にて 

 開催。「宮城県循環器病対策推進計画について」、講演は宮城県保健福祉部健康推進 

  課。「動脈硬化と心臓発作」、講師は東北大学病院循環器内科科長安田聡先生。「脳 

  卒中の最新事情」、講師は東北大学病院脳神経外科科長  遠藤英徳先生。参加人員 

  １４５名。 



 

 

（３）予防講演会等への講師派遣  

  講演会の開催はなく、講師の派遣はありませんでした。 

 

（４）脳卒中予防関連の講演会への後援 

令和５年１０月２１日（土）、一般財団法人広南会広南病院主催の市民公開講

座「脳卒中から家族を守る！」知って学ぶ！健康セミナー、太白区文化センタ

ー（楽楽楽ホール）で開催。「くも膜下出血ってどんな病気？」、講師は広南病 

院脳神経外科部長の坂田洋之先生。「迅速な受診が人生を救う！脳卒中で寝た 

きりにならないために」、講師は広南病院診療部長／脳血管内科部長の矢澤由 

加子先生。「脳卒中予防は毎日の食事から」、講師は広南病院栄養管理室室長の 

五十嵐祐子栄養管理士。「フレイルとは？フレイル予防運動」、講師は広南病院 

リハビリテーション部室長の関崇志理学療法士。参加人員５２３名。 

 

（５）J リーグ試合会場での脳卒中予防啓発イベント（共催） 

 令和５年９月３日（日）、ベガルタ仙台市民啓発活動 ｢ストップ！脳卒中 2023」～若い 

今だからこそ脳卒中予防～ にて、脳卒中予防の横断幕を掲げてピッチを行進、会場入

り口にブースを借り、血管健康や血圧の無料測定、医師による健康相談を行いました。 

 

２．研究、研修事業  

（１）医師、医療技術者研修の助成 

 研修会への講師派遣依頼や後援の依頼はありませんでした。 

 

（２）「第２５回みやぎブレインアタック研究会」（共催） 

 令和５年９月８日（金）、艮陵会館記念ホールからハイブリッド形式により実施。 

 特別講演１「抗血栓薬を服用している頭部外傷患者の現状と適切な対応」、講 

 師は国際医療福祉大学医学部脳神経外科学教授の末廣栄一先生。特別講演 

 「脳卒中患者の健康寿命延伸のために～抗血栓薬・リハビリテーション・医療 

  福祉連携～」、講師は自治医科大学内科学講座神経内科学部門主任教授の藤本 



 

 茂先生。参加人員２１名。 

 

（３）「ストップ！NO 卒中プロジェクト 支部講演会 in 宮城」（共催） 

 令和５年１０月３日（火）、インターネット配信により開催。特別講演 I「健康寿命 

 を延ばせ！NO 卒中診療戦略」、講師は広南病院診療部長／脳血管内科部長の矢澤由 

 加子先生。特別講演 II「脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業に関して」 

 東北大学大学院医工学研究科神経外科先端治療開発学分野教授の新妻邦泰先生。 

 参加人員１５９名。 

 

３．調査登録事業   

  令和５年３月３１日付で、宮城県と「令和５年度宮城県脳卒中登録管理事業業務」 

 について、業務委託契約を締結し、前年度から引き続いて登録事業を協力実施しま 

 した。 

（１）脳卒中患者登録状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登録調査区等 調 査 登 録 数              調査（参加）医療機関名                           

  治療研究会参加施設      
1. 東北大学病院 

2. 広南病院 

3. 仙台医療センター 

4. 仙台市立病院 

5. 仙台徳洲会病院 

6. 大崎市民病院 

7. 古川星陵病院 

8. 気仙沼市立病院 

9. 石巻赤十字病院 

10. 仙石病院 

11. 坂総合病院 

12. 赤石病院 

13. 総合南東北病院 

14. 宮城病院 

15. みやぎ県南中核病院 

16. 公立刈田綜合病院 

17. 東北医科薬科大学病院 

18. 東北労災病院 

19. 仙台東脳神経外科病院 

20. 泉病院 

21. イムス明理会仙台総合病院 

 

 
合    計 ５,７３６件  



 

 

（２）脳卒中登録実務委員会について 

令和５年度の実務委員会を令和６年３月１２日（火）に江陽グランドホテルにて 

開催し、井上 敬 実務委員会代表から「令和５年度脳卒中管理事業」について 

報告があり、委員全員の了承を得ました。 

 

 

４．奨学金給付事業 

  令和５年度は、海外留学奨学生の応募がありませんでした。 

 

 

５．会員数  

  令和５年度（令和６年３月３１日現在）の宮城県対脳卒中協会の維持会員数は 

法人会員２９団体、個人会員４５１名です。 

 

 

令和５年度 事業報告の付属明細書 

 

 令和５年度事業報告には、「 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則 」 

 第３４条第３項に規定する付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在 

 しないので作成を省略します。 

 

 


